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専門学校
デジタルアーツ仙台

昭和51年3月31日 菅原　一博

〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町２丁目１１－１０

（電話） 022-221-1114

（別紙様式４）

令和３年９月３０日※１
（前回公表年月日：令和２年９月３０日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人菅原学園 昭和35年3月26日 菅原　一博

〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町２丁目１１－１０

（電話）

文化・教養 専門課程
ミュージックスタッフ科

コンサートプロデュースコース
平成22年文部科学大臣

告示第153号

学科の目的
イベント・コンサート業界に従事するために求められる実践的な企画・制作における職業能力、教養を身につけ、業界の発展に貢献できる人材を養成す
ることを目的とする。

022-221-1111
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成27年2月25日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

０時間 ０時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 1980時間 420時間 ２４０時間 １３２０時間

学期制度
■１学期：4月1日から9月30日まで
■２学期：10月1日から3月31日まで

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
実技試験、筆記試験、出席率、通常授業態度等を総合的に評価
し、5割以上の評価（C段階以上）で単位取得とする。

１６０人 １３人の内数 ０人 3人の内数 15人の内数 18の内数

長期休み

■学年始：4月1日～4月10日
■夏　 季：7月25日～8月21日
■冬　 季：12月24日～1月10日
■学年末：3月21日～3月31日

卒業・進級
条件

・各授業科目において4分の3以上の出席をすること。
・一般教養科目、専門教育科目の必修科目を履修すること。
・卒業・進級判定会議において卒業・進級に相応しいと判断された
者。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応

イベントスタッフボタンティア参加
・担任との個別面談
・教頭・カウンセラーによるカウンセリングの実施

■サークル活動： 有

番組制作、映像制作 （令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す
るか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

： 66.6
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数
：

6 人

平成元年4月 1日時点において、在学者６名（平成元年4月 1日入学者を含む）
令和３年3月31日時点において、在学者６名（令和 ３年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更、経済的理由

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.sugawara.ac.jp/digital/subject/music_staff/

■就職率　　　　　　　　　： 66.6

平成32年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
模擬面接、履歴書の作成指導、適性試験対策指導、学内で
の企業説明会の実施

■卒業者数 9
■就職希望者数 9

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

■中退防止・中退者支援のための取組

・定期的に保護者宛に出席状況の文書を発送している。
・出席不良になる手前での面談（担任または教頭）を実施。また欠席時の保護者への連絡等を密におこない、家庭での声掛けなども含め学校保護者間とで状況を把握
している。
・学生アンケートを実施している。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
・菅原学園　奨学金制度：対象人数は全体で30名程度。年24万円支給。書類審査による選考。
・菅原学園　特待生制度：筆記試験による試験特待生及び、作品提出等によるクリエイティブ特待生を実施。初年度授業料減免。最大20万円の減免。
・菅原学園　各種優遇制度：部活動、課外活動、皆勤賞、資格・検定、親族優遇の５種類から１種類を選択。5万円減免。

・菅原学園　卒園児優遇制度：菅原学園にて運営する幼稚園を卒園している方。入学金１２万円の減免。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

https://www.sugawara.ac.jp/digital/subject/music_staff/


（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

①

③

③

①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

任期

井村　修
専門学校デジタルアーツ仙台
教務課長　声優科　科長

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

  企業が求める人材と、学校の人材教育目標が合致するよう連携を強化する。また、カリキュラムの編成にあたっては、「教育課程編
成委員会」の意見の他、実際に講義を行ってもらい、業界知識の獲得を授業内へ取り入れる。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　学校法人菅原学園専門学校デジタルアーツ仙台が、実践的かつ専門的な職業教育を実施するために企業等との連携を通じて必
要な情報の把握・分析を行い、教育課程（カリキュラム）の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）に活か
すことを目的として、教育課程編成委員会として位置付けている。
　活用の流れは、具体的には、学科担任がカリキュラム案を提案、教育課程編成委員会にて審議されたのち、教頭並びに校長の許
可を経て決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属

大久保　卓也
専門学校デジタルアーツ仙台
ミュージックアーティスト科　教諭

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

目等　進 一般社団法人　日本音楽スタジオ協会　理事
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

櫻井　潤 専門学校デジタルアーツ仙台　教頭
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

石田　拓
専門学校デジタルアーツ仙台
ミュージックスタッフ科　科長

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

石川　智英 株式会社東北共立　営業部長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

日下　邦明 株式会社エフェクト　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　年に２回以上開催する。開催時期については、カリキュラムの検討時期及び、外部委員の方々の都合等を総合的に判断して決定する。

企業と連携をとり、学生が在学中から音楽産業の現場と同様の実習を実施する。また。コミュニケーション能力の重要性をご指摘頂
いており、業界で重要とされているコミュニケーション能力をつける指導を取り入れ、希望する業界への就職を目指す。

（開催日時（実績））
第１回　令和元年7月30日（火）14：00～15:00
第２回　令和元年9月18日（水）16：00～17:00

武藤　政寿
公益社団法人　定禅寺ストリートジャズ
　　　フェスティバル協会　代表理事

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

渡邊 孝博 株式会社オンサイト　　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

小野寺　千代志 株式会社　EAM　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

実際のコンサート、公演への現場実習への参加で実践的な技術・知識を身につける。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

　実際に実務にあたり、実践を行う

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

コンサート実践（１）
授業で学んだ知識、技術を活かす場として、コンサート、イ
ベント会場でスタッフとして参加、まずは技術よりも、裏方
スタッフとしての礼儀や基本的な動きを学びます。

公益社団法人
定禅寺ストリートジャズフェスティ
バル協会
（株）エフェクト

コンサート実践（２）
授業で学んだ知識、技術を活かす場として、コンサート、イ
ベント会場でスタッフとして参加、まずは技術よりも、裏方
スタッフとしての礼儀や基本的な動きを学びます。

公益社団法人
定禅寺ストリートジャズフェスティ
バル協会
（株）エフェクト



②指導力の修得・向上のための研修等

①　研修名「新任教員研修」
連携企業等：職業教育・キャリア教育財団、宮城県専修学校各種学校連合会、同連合会 研究研修事業宮城県支部委員
会
期間：令和3年7月27日（火）～7月29日（木）
対象：専修学校における教職員など
内容：実践心理、職業教育などに関わる講座

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「　全日本高等学校チームダンス選手権大会 東北予選 音響作業実践　」（連携企業等：株式会社東北共立　）
期間：令和３年７月２８日（水）予定　　対象：教員
内容：ダンスイベントでの職業実戦

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

　教職員という立場に於いて、現場での最新の情報・技術・知識を得られる機会は非常に少なく、積極的に研修会等に参加し、学生
に享受する知識・技術等を獲得する。また、人間力の向上に向けた指導が出来るよう勉強会、講習会、特別授業の実施をおこなって
いく。
　なお、現在は「学園規程集」における「教育訓練規程」を別途設けて運用している。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等



種別

企業等委員

企業等委員

有識者

企業等委員

企業等委員

企業等委員

業界団体

業界団体

町内会

卒業生

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念・目標
（２）学校運営 学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

　学校法人菅原学園専門学校デジタルアーツ仙台が、実践的かつ専門的な職業教育にかかる活動等を評価し、その自己評価結果
を企業等の役職員及び学校関係者と　評価することにより、学生等が関係業界等のニーズを踏まえた質の高い職業教育を享受する
ことを目的として、学校関係者評価委員会を設け、企業と連携をとり学校運営、教育活動に最大限反映させ、その内容を公開する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受入れ募集
（８）財務 財務

（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 教育成果
（５）学生支援 学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

　自己評価表をもとに、学校関係者評価委員側から人材育成像・教育理念、教育内容が「学生・保護者・採用企業・地域社会」等が
求めるものと合致しているか、確認している。専門学校は「教育の質の保証」の責任を負っており常に「教育の質」を高める努力が必
要であるこをと再認識した。
　具体的には、現場実習を行っている企業からの評価として、コミュニケーションスキルはもちろん必要であるが、物を作るスキルが
必要であるとの指摘を受けた。スキルを習熟するために現場を昨年度より増やしより学生により多くの経験を積ませるようにした。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 国際交流

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

公表方法：ホームページで公開　https://www.sugawara.ac.jp/digital/about/jissen/

公表時期：令和２年８月

渡邊 孝博 株式会社オンサイト　　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

小野寺　千代志 株式会社　EAM　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

岸浪 行雄 株式会社東北共立 代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

餅　祐一 卒業生（俳優タレント）
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

布川　博士 岩手県立大学ソフトウェア情報学部　教授
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

武藤　政寿
公益社団法人　定禅寺ストリートジャズ
　　　　　　　　　　　　　フェスティバル協会　代表理事

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

菊地　新生 NPO法人 とっておきの音楽祭　事務局長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

落合　泰朗 本町新光町内会会長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

大津　知士 株式会社VISIT東北　常務執行役員
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

金塚 弘 式会社メディアＰＲ 代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）



（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　専門学校は、学生・保護者・採用企業・地域社会に対して「教育の質の保証」の責任を負っていることを認識し、ホーム
ページ等において学校の情報を積極的に公開する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 教育目標、人材育成像

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境 教育設備
（６）学生の生活支援 学生支援
（７）学生納付金・修学支援 学生募集

（２）各学科等の教育 各科の特色
（３）教職員 専任教員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 教育成果

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 財務
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価
（１０）国際連携の状況

ホームページで情報公開：https://www.sugawara.ac.jp/digital/about/jissen/
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○
キャリアデザ
イン（１）

ビジネス能力検定２級取得を目指し、ビジ
ネスマナーを学びます。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○
キャリアデザ
イン（２）

履歴書の書き方や面接練習などを就職活動
で必要な知識を学びます。

２
通

60 4 ○ ○ ○

○
ビジネスソフ

ト実習

就職した際に使用するビジネスソフト
（Word,Excel,Illustrator）の操作法を勉

強します。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 音楽理論
楽譜の読み方や楽曲の構成など、楽曲を分
析するために必要な知識を学びます。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 基礎電気概論
機材を動作させるために必要な電気の基礎

知識を学びます。
１
通

60 4 ○ ○ ○

○
舞台機構調整
技能講座
（１）

舞台機構調整技能士3級の取得を目指し、筆
記・要素、それぞれの試験対策の授業を行

います。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○
イベントプロ
デュース演習

イベントの企画制作を行うために必要な、
企画書の書き方や、台本の書き方などを学

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 舞台美術実習
舞台美術やテレビ番組のセットを製作する
ために必要な知識や技術を学びます。

１
通

60 2 ○ ○ ○

○
ステージライ
ティング実習

（１）

基本的な舞台照明の仕組みや仕込み方、オ
ペレート方法を学びます。

１
通

120 4 ○ ○ ○

○ 音響概論
音の仕組みや音響機材の仕組みについて勉

強します。
１
通

60 4 ○ ○ ○

○
ＰＡ・ＳＲ実
習（１）

音響機材を使用しながら、機材の操作方法
や仕込み方を学びます。

１
通

180 6 ○ ○ ○

○
レコーディン
グ実習（１）

レコーディング機材の操作方法やマイキン
グについて学びます。

１
通

120 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化教養専門課程　ミュージックスタッフ科コンサートプロデュースコース）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
ＤＡＷ実習
（１）

音楽の編集、収録に必要なＤＡＷソフト
（Protools）の操作方法を学びます。

１
通

60 2 ○ ○ ○

○
舞台機構調整
技能講座
（２）

舞台機構調整技能士3級の取得を目指し、筆
記・要素、それぞれの試験対策の授業を行

います。

１
通

120 4 ○ ○ ○

〇 舞台演出実習
ステージの演出方法や構成方法について学
びます。

２
後

60 2 〇 〇 〇

○
エンターテイ
メントビジネ
ス

音楽ビジネスで必要な印税や著作権の知
識、現在の音楽市場について学びます。

２
通

60 4 〇 〇 〇

〇
コンサートプ
ロデュース実
習

コンサートやイベントの制作方法や企画書
の書き方を実践的に学びます。

２
通

240 8 〇 〇 〇

○
デザインソフ
ト実習

チラシの作成や写真加工に必要なデザイン
ソフト（Illustrator,PhotoShop)の操作方
法について学びます。

２
通

120 4 〇 〇 〇

〇
プロモーショ
ン演習

広報活動において必要なメディアの知識や
アポイントメントの取り方、プロモーショ
ンまでの段取りについて学びます。

２
通

120 8 〇 〇 〇 〇

○
ス テ ー ジ 企
画・構成演習

イベント制作における企画・演出について
学びます。

２
通

120 8 〇 〇 〇 〇

〇
コンサート実
践（１）

１年時にコンサートやイベントの現場へ参
加し、現場でどのように仕事をしていくか
を学びます。

１
通

60 2 〇 〇 〇 〇

○
コンサート実
践（２）

１年時にコンサートやイベントの現場へ参
加し、現場でどのように仕事をしていくか
を学びます。

２
通

60 2 〇 〇 〇 〇

　　　２２科目合計 1,980単位時間(94単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

各課程のカリキュラム表に定められた教科目を履修し、所定の単位を取得し、かつ、卒
業判定会議に諮り、学校長がその科の卒業を認定する。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

舞台機構調整技能士
3級

③ 26 22

人
人

###
％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 2

1 名 8.7 ％

■中退防止・中退者支援のための取組

・定期的に保護者宛に出席状況の文書を発送している。
・出席不良になる手前での面談（担任または教頭）を実施。また欠席時の保護者への連絡等を密におこない、家庭での声掛けなども含め学校保護者間とで状況を把握
している。
・学生アンケートを実施している。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
・菅原学園　奨学金制度：対象人数は全体で30名程度。年24万円支給。書類審査による選考。
・菅原学園　特待生制度：筆記試験による試験特待生及び、作品提出等によるクリエイティブ特待生を実施。初年度授業料減免。最大20万円の減免。
・菅原学園　各種優遇制度：部活動、課外活動、皆勤賞、資格・検定、親族優遇の５種類から１種類を選択。5万円減免。

・菅原学園　卒園児優遇制度：菅原学園にて運営する幼稚園を卒園している方。入学金１２万円の減免。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

平成元年4月 1日時点において、在学者３５名（平成元年4月 1日入学者を含む）
令和３年3月31日時点において、在学者３４名（令和 ３年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更、経済的理由

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.sugawara.ac.jp/digital/subject/music_staff/

■就職率　　　　　　　　　： 88.2

平成32年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
模擬面接、履歴書の作成指導、適性試験対策指導、学内で
の企業説明会の実施

■卒業者数 34
■就職希望者数 34

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

株式会社東北共立、株式会社パシフィックアートセンター （令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す
るか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

： 88.2
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数　     　　　　： 30 人

長期休み

■学年始：4月1日～4月10日
■夏　 季：7月25日～8月21日
■冬　 季：12月24日～1月10日
■学年末：3月21日～3月31日

卒業・進級
条件

・各授業科目において4分の3以上の出席をすること。
・一般教養科目、専門教育科目の必修科目を履修すること。
・卒業・進級判定会議において卒業・進級に相応しいと判断された
者。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応

イベントスタッフボタンティア参加
・担任との個別面談
・教頭・カウンセラーによるカウンセリングの実施

■サークル活動： 有

学期制度
■１学期：4月1日から9月30日まで
■２学期：10月1日から3月31日まで

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
実技試験、筆記試験、出席率、通常授業態度等を総合的に評価
し、5割以上の評価（C段階以上）で単位取得とする。

１６０人 １９５人の内数 ０人 ５人の内数 15人の内数 18の内数

０時間 ０時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 1980時間 420時間 ２４０時間 １３２０時間

認定年月日 平成27年2月25日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養 専門課程
ミュージックスタッフ科
舞台美術照明コース

平成22年文部科学大臣
告示第153号

学科の目的
イベント・コンサート業界に従事するために求められる実践的な企画・制作における職業能力、教養を身につけ、業界の発展に貢献できる人材を養成す
ることを目的とする。

022-221-1111
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人菅原学園 昭和35年3月26日 菅原　一博

〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町２丁目１１－１０

（電話）

専門学校
デジタルアーツ仙台

昭和51年3月31日 菅原　一博

〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町２丁目１１－１０

（電話） 022-221-1114

（別紙様式４）

令和３年９月３０日※１
（前回公表年月日：令和２年９月３０日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

https://www.sugawara.ac.jp/digital/subject/music_staff/


（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

①

③

③

①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

日下　邦明 株式会社エフェクト　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　年に２回以上開催する。開催時期については、カリキュラムの検討時期及び、外部委員の方々の都合等を総合的に判断して決定する。

　企業と連携をとり、学生が在学中から音楽産業の現場と同様の実習を実施する。また。コミュニケーション能力の重要性をご指摘頂
いており、業界で重要とされているコミュニケーション能力をつける指導を取り入れ、希望する業界への就職を目指す。

（開催日時（実績））
第１回　令和元年7月30日（火）14：00～15:00
第２回　令和元年9月18日（水）16：00～17:00

武藤　政寿
公益社団法人　定禅寺ストリートジャズ
　　　フェスティバル協会　代表理事

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

渡邊 孝博 株式会社オンサイト　　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

小野寺　千代志 株式会社　EAM　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

大久保　卓也
専門学校デジタルアーツ仙台
ミュージックアーティスト科　教諭

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

目等　進 一般社団法人　日本音楽スタジオ協会　理事
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

櫻井　潤 専門学校デジタルアーツ仙台　教頭
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

石田　拓
専門学校デジタルアーツ仙台
ミュージックスタッフ科　科長

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

石川　智英 株式会社東北共立　営業部長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

任期

井村　修
専門学校デジタルアーツ仙台
教務課長　声優科　科長

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

企業が求める人材と、学校の人材教育目標が合致するよう連携を強化する。また、カリキュラムの編成にあたっては、「教育課程編
成委員会」の意見の他、実際に講義を行ってもらい、業界知識の獲得を授業内へ取り入れる。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　学校法人菅原学園専門学校デジタルアーツ仙台が、実践的かつ専門的な職業教育を実施するために企業等と連携を通じて必要
な情報の把握・分析を行い、教育課程（カリキュラム）の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）に活かす
ことを目的として、教育課程編成委員会として位置付けている。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属



（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

実際のコンサート、公演への現場実習への参加で実践的な技術・知識を身につける。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

　実際に実務にあたり、実践を行う

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

コンサート実践（１）
授業で学んだ知識、技術を活かす場として、コンサート、イ
ベント会場でスタッフとして参加、まずは技術よりも、裏方
スタッフとしての礼儀や基本的な動きを学びます。

公益社団法人
定禅寺ストリートジャズフェスティ
バル協会
（株）エフェクト

コンサート実践（２）
授業で学んだ知識、技術を活かす場として、コンサート、イ
ベント会場でスタッフとして参加、まずは技術よりも、裏方
スタッフとしての礼儀や基本的な動きを学びます。

公益社団法人
定禅寺ストリートジャズフェスティ
バル協会
（株）エフェクト

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係



②指導力の修得・向上のための研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

①　研修名「新任教員研修」
連携企業等：職業教育・キャリア教育財団、宮城県専修学校各種学校連合会、同連合会 研究研修事業宮城県支部委員
会
期間：令和3年7月27日（火）～7月29日（木）
対象：専修学校における教職員など
内容：実践心理、職業教育などに関わる講座

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「　全日本高等学校チームダンス選手権大会 東北予選 音響作業実践　」（連携企業等：株式会社東北共立　）
期間：令和３年７月２８日（水）予定　　対象：教員
内容：ダンスイベントでの職業実戦

３．「企業等と連携して、教員に対+A49:L73し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

　教職員という立場に於いて、現場での最新の情報・技術・知識を得られる機会は非常に少なく、積極的に研修会等に参加し、学生
に享受する知識・技術等を獲得する。また、人間力の向上に向けた指導が出来るよう勉強会、講習会、特別授業の実施をおこなって
いく。
　なお、現在は「学園規程集」における「教育訓練規程」を別途設けて運用している。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等



種別

企業等委員

企業等委員

有識者

企業等委員

企業等委員

企業等委員

業界団体

業界団体

町内会

卒業生餅　祐一 卒業生（俳優タレント）
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

布川　博士 岩手県立大学ソフトウェア情報学部　教授
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

武藤　政寿
公益社団法人　定禅寺ストリートジャズ
　　　　　　　　　　　　　フェスティバル協会　代表理事

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

菊地　新生 NPO法人 とっておきの音楽祭　事務局長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

落合　泰朗 本町新光町内会会長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

大津　知士 株式会社VISIT東北　常務執行役員
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

金塚 弘 式会社メディアＰＲ 代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

渡邊 孝博 株式会社オンサイト　　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

小野寺　千代志 株式会社　EAM　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

岸浪 行雄 株式会社東北共立 代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

公表方法：ホームページで公開　https://www.sugawara.ac.jp/digital/about/jissen/

公表時期：令和２年８月

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

　自己評価表をもとに、学校関係者評価委員側から人材育成像・教育理念、教育内容が「学生・保護者・採用企業・地域社会」等が
求めるものと合致しているか、確認している。専門学校は「教育の質の保証」の責任を負っており常に「教育の質」を高める努力が必
要であるこをと再認識した。
　具体的には、現場実習を行っている企業からの評価として、コミュニケーションスキルはもちろん必要であるが、物を作るスキルが
必要であるとの指摘を受けた。スキルを習熟するために現場を昨年度より増やしより学生により多くの経験を積ませるようにした。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 国際交流

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受入れ募集
（８）財務 財務

（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 教育成果
（５）学生支援 学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念・目標
（２）学校運営 学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

　学校法人菅原学園専門学校デジタルアーツ仙台が、実践的かつ専門的な職業教育にかかる活動等を評価し、その自己評価結果
を企業等の役職員及び学校関係者と　評価することにより、学生等が関係業界等のニーズを踏まえた質の高い職業教育を享受する
ことを目的として、学校関係者評価委員会を設け、企業と連携をとり学校運営、教育活動に最大限反映させ、その内容を公開する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 財務
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価
（１０）国際連携の状況

ホームページで情報公開：https://www.sugawara.ac.jp/digital/about/jissen/

（５）様々な教育活動・教育環境 教育設備
（６）学生の生活支援 学生支援
（７）学生納付金・修学支援 学生募集

（２）各学科等の教育 各科の特色
（３）教職員 専任教員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 教育成果

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　専門学校は、学生・保護者・採用企業・地域社会に対して「教育の質の保証」の責任を負っていることを認識し、ホーム
ページ等において学校の情報を積極的に公開する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 教育目標、人材育成像

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係
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○
キャリアデザ
イン（１）

ビジネス能力検定２級取得を目指し、ビジ
ネスマナーを学びます。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○
キャリアデザ
イン（２）

履歴書の書き方や面接練習などを就職活動
で必要な知識を学びます。

２
通

60 4 ○ ○ ○

○
ビジネスソフ

ト実習

就職した際に使用するビジネスソフト
（Word,Excel,Illustrator）の操作法を勉

強します。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 音楽理論
楽譜の読み方や楽曲の構成など、楽曲を分
析するために必要な知識を学びます。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 基礎電気概論
機材を動作させるために必要な電気の基礎

知識を学びます。
１
通

60 4 ○ ○ ○

○
舞台機構調整
技能講座
（１）

舞台機構調整技能士3級の取得を目指し、筆
記・要素、それぞれの試験対策の授業を行

います。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○
イベントプロ
デュース演習

イベントの企画制作を行うために必要な、
企画書の書き方や、台本の書き方などを学

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 舞台美術実習
舞台美術やテレビ番組のセットを製作する
ために必要な知識や技術を学びます。

１
通

60 2 ○ ○ ○

○
ステージライ
ティング実習

（１）

基本的な舞台照明の仕組みや仕込み方、オ
ペレート方法を学びます。

１
通

120 4 ○ ○ ○

○ 音響概論
音の仕組みや音響機材の仕組みについて勉

強します。
１
通

60 4 ○ ○ ○

○
ＰＡ・ＳＲ実
習（１）

音響機材を使用しながら、機材の操作方法
や仕込み方を学びます。

１
通

180 6 ○ ○ ○

○
レコーディン
グ実習（１）

レコーディング機材の操作方法やマイキン
グについて学びます。

１
通

120 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化教養専門課程　ミュージックスタッフ科舞台美術照明コース）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
ＤＡＷ実習
（１）

音楽の編集、収録に必要なＤＡＷソフト
（Protools）の操作方法を学びます。

１
通

60 2 ○ ○ ○

○
舞台機構調整
技能講座
（２）

舞台機構調整技能士3級の取得を目指し、筆
記・要素、それぞれの試験対策の授業を行

います。

１
通

120 4 ○ ○ ○

○
デザインソフ
ト実習

チラシの作成や写真加工に必要なデザイン
ソフト（Illustrator,PhotoShop)の操作方
法について学びます。

２
通

120 4 〇 〇 〇

〇 舞台演出実習
ステージの演出方法や構成方法について学
びます。

２
後

60 2 〇 〇 〇

〇
コンサート実
践（１）

１年時にコンサートやイベントの現場へ参
加し、現場でどのように仕事をしていくか
を学びます。

１
通

60 2 〇 〇 〇 〇

○
コンサート実
践（２）

１年時にコンサートやイベントの現場へ参
加し、現場でどのように仕事をしていくか
を学びます。

２
通

60 2 〇 〇 〇 〇

○
ステージライ
ティング実習
（２）

ステージライティング実習（１）の応用
編。照明機器のオペレーション、特殊な照
明機器の取り扱いについて学びます。

２
通

420 14 〇 〇 〇

〇
舞台照明プラ
ンニング実習

舞台照明のプランニング、照明図面の作り
方について学びます

２
通

120 4 〇 〇 〇

〇
ステージアー
ト実践

木材などの材料を活用して、舞台美術セッ
トの製作、組み方について学びます。

〇 〇 〇

○
舞台美術図面
制作実習

Illustratorを活用した舞台図面の制作方法
について学びます。

〇 〇 〇

　　　２２科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

各課程のカリキュラム表に定められた教科目を履修し、所定の単位を取得し、かつ、卒
業判定会議に諮り、学校長がその科の卒業を認定する。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）

合計 1,980単位時間(94単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

舞台機構調整技能士
3級

③ 20 18

人
人

###
％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 2

0 名 8.7 ％

■中退防止・中退者支援のための取組

・定期的に保護者宛に出席状況の文書を発送している。
・出席不良になる手前での面談（担任または教頭）を実施。また欠席時の保護者への連絡等を密におこない、家庭での声掛けなども含め学校保護者間とで状況を把握
している。
・学生アンケートを実施している。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
・菅原学園　奨学金制度：対象人数は全体で30名程度。年24万円支給。書類審査による選考。
・菅原学園　特待生制度：筆記試験による試験特待生及び、作品提出等によるクリエイティブ特待生を実施。初年度授業料減免。最大20万円の減免。
・菅原学園　各種優遇制度：部活動、課外活動、皆勤賞、資格・検定、親族優遇の５種類から１種類を選択。5万円減免。

・菅原学園　卒園児優遇制度：菅原学園にて運営する幼稚園を卒園している方。入学金１２万円の減免。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

平成元年4月 1日時点において、在学者２４名（平成元年4月 1日入学者を含む）
令和３年3月31日時点において、在学者２４名（令和 ３年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更、経済的理由

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.sugawara.ac.jp/digital/subject/music_staff/

■就職率　　　　　　　　　： 79.1

平成32年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
模擬面接、履歴書の作成指導、適性試験対策指導、学内で
の企業説明会の実施

■卒業者数 24
■就職希望者数 24

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

株式会社東北共立、株式会社放送サービスセンター （令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す
るか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

： 79.1
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数
：

19 人

長期休み

■学年始：4月1日～4月10日
■夏　 季：7月25日～8月21日
■冬　 季：12月24日～1月10日
■学年末：3月21日～3月31日

卒業・進級
条件

・各授業科目において4分の3以上の出席をすること。
・一般教養科目、専門教育科目の必修科目を履修すること。
・卒業・進級判定会議において卒業・進級に相応しいと判断された
者。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応

イベントスタッフボタンティア参加
・担任との個別面談
・教頭・カウンセラーによるカウンセリングの実施

■サークル活動： 有

学期制度
■１学期：4月1日から9月30日まで
■２学期：10月1日から3月31日まで

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
実技試験、筆記試験、出席率、通常授業態度等を総合的に評価
し、5割以上の評価（C段階以上）で単位取得とする。

１６０人 １９５人の内数 ０人 ５人の内数 15人の内数 18の内数

０時間 ０時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 1980時間 420時間 ２４０時間 １３２０時間

認定年月日 平成27年2月25日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養 専門課程
ミュージックスタッフ科
PAエンジニアコース

平成22年文部科学大臣
告示第153号

学科の目的
イベント・コンサート業界に従事するために求められる実践的な企画・制作における職業能力、教養を身につけ、業界の発展に貢献できる人材を養成す
ることを目的とする。

022-221-1111
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人菅原学園 昭和35年3月26日 菅原　一博

〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町２丁目１１－１０

（電話）

専門学校
デジタルアーツ仙台

昭和51年3月31日 菅原　一博

〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町２丁目１１－１０

（電話） 022-221-1114

（別紙様式４）

令和３年９月３０日※１
（前回公表年月日：令和２年９月３０日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

https://www.sugawara.ac.jp/digital/subject/music_staff/


（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

①

③

③

①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

日下　邦明 株式会社エフェクト　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　年に２回以上開催する。開催時期については、カリキュラムの検討時期及び、外部委員の方々の都合等を総合的に判断して決定する。

　企業と連携をとり、学生が在学中から音楽産業の現場と同様の実習を実施する。また。コミュニケーション能力の重要性をご指摘頂
いており、業界で重要とされているコミュニケーション能力をつける指導を取り入れ、希望する業界への就職を目指す。

（開催日時（実績））
第１回　令和元年7月30日（火）14：00～15:00
第２回　令和元年9月18日（水）16：00～17:00

武藤　政寿
公益社団法人　定禅寺ストリートジャズ
　　　フェスティバル協会　代表理事

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

渡邊 孝博 株式会社オンサイト　　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

小野寺　千代志 株式会社　EAM　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

大久保　卓也
専門学校デジタルアーツ仙台
ミュージックアーティスト科　教諭

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

目等　進 一般社団法人　日本音楽スタジオ協会　理事
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

櫻井　潤 専門学校デジタルアーツ仙台　教頭
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

石田　拓
専門学校デジタルアーツ仙台
ミュージックスタッフ科　科長

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

石川　智英 株式会社東北共立　営業部長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

任期

井村　修
専門学校デジタルアーツ仙台
教務課長　声優科　科長

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

企業が求める人材と、学校の人材教育目標が合致するよう連携を強化する。また、カリキュラムの編成にあたっては、「教育課程編
成委員会」の意見の他、実際に講義を行ってもらい、業界知識の獲得を授業内へ取り入れる。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　学校法人菅原学園専門学校デジタルアーツ仙台が、実践的かつ専門的な職業教育を実施するために企業等と連携を通じて必要
な情報の把握・分析を行い、教育課程（カリキュラム）の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）に活かす
ことを目的として、教育課程編成委員会として位置付けている。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属



（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

実際のコンサート、公演への現場実習への参加で実践的な技術・知識を身につける。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

　実際に実務にあたり、実践を行う

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

コンサート実践（１）
授業で学んだ知識、技術を活かす場として、コンサート、イ
ベント会場でスタッフとして参加、まずは技術よりも、裏方
スタッフとしての礼儀や基本的な動きを学びます。

公益社団法人
定禅寺ストリートジャズフェスティ
バル協会
（株）エフェクト

コンサート実践（２）
授業で学んだ知識、技術を活かす場として、コンサート、イ
ベント会場でスタッフとして参加、まずは技術よりも、裏方
スタッフとしての礼儀や基本的な動きを学びます。

公益社団法人
定禅寺ストリートジャズフェスティ
バル協会
（株）エフェクト

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係



②指導力の修得・向上のための研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

①　研修名「新任教員研修」
連携企業等：職業教育・キャリア教育財団、宮城県専修学校各種学校連合会、同連合会 研究研修事業宮城県支部委員
会
期間：令和3年7月27日（火）～7月29日（木）
対象：専修学校における教職員など
内容：実践心理、職業教育などに関わる講座

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「　全日本高等学校チームダンス選手権大会 東北予選 音響作業実践　」（連携企業等：株式会社東北共立　）
期間：令和３年７月２８日（水）予定　　対象：教員
内容：ダンスイベントでの職業実戦

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

　教職員という立場に於いて、現場での最新の情報・技術・知識を得られる機会は非常に少なく、積極的に研修会等に参加し、学生
に享受する知識・技術等を獲得する。また、人間力の向上に向けた指導が出来るよう勉強会、講習会、特別授業の実施をおこなって
いく。
　なお、現在は「学園規程集」における「教育訓練規程」を別途設けて運用している。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等



種別

企業等委員

企業等委員

有識者

企業等委員

企業等委員

企業等委員

業界団体

業界団体

町内会

卒業生餅　祐一 卒業生（俳優タレント）
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

布川　博士 岩手県立大学ソフトウェア情報学部　教授
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

武藤　政寿
公益社団法人　定禅寺ストリートジャズ
　　　　　　　　　　　　　フェスティバル協会　代表理事

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

菊地　新生 NPO法人 とっておきの音楽祭　事務局長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

落合　泰朗 本町新光町内会会長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

大津　知士 株式会社VISIT東北　常務執行役員
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

金塚 弘 式会社メディアＰＲ 代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

渡邊 孝博 株式会社オンサイト　　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

小野寺　千代志 株式会社　EAM　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

岸浪 行雄 株式会社東北共立 代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

公表方法：ホームページで公開　https://www.sugawara.ac.jp/digital/about/jissen/

公表時期：令和２年８月

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

　自己評価表をもとに、学校関係者評価委員側から人材育成像・教育理念、教育内容が「学生・保護者・採用企業・地域社会」等が
求めるものと合致しているか、確認している。専門学校は「教育の質の保証」の責任を負っており常に「教育の質」を高める努力が必
要であるこをと再認識した。
　具体的には、現場実習を行っている企業からの評価として、コミュニケーションスキルはもちろん必要であるが、物を作るスキルが
必要であるとの指摘を受けた。スキルを習熟するために現場を昨年度より増やしより学生により多くの経験を積ませるようにした。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 国際交流

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受入れ募集
（８）財務 財務

（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 教育成果
（５）学生支援 学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念・目標
（２）学校運営 学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

　学校法人菅原学園専門学校デジタルアーツ仙台が、実践的かつ専門的な職業教育にかかる活動等を評価し、その自己評価結果
を企業等の役職員及び学校関係者と　評価することにより、学生等が関係業界等のニーズを踏まえた質の高い職業教育を享受する
ことを目的として、学校関係者評価委員会を設け、企業と連携をとり学校運営、教育活動に最大限反映させ、その内容を公開する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 財務
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価
（１０）国際連携の状況

ホームページで情報公開：https://www.sugawara.ac.jp/digital/about/jissen/

（５）様々な教育活動・教育環境 教育設備
（６）学生の生活支援 学生支援
（７）学生納付金・修学支援 学生募集

（２）各学科等の教育 各科の特色
（３）教職員 専任教員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 教育成果

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　専門学校は、学生・保護者・採用企業・地域社会に対して「教育の質の保証」の責任を負っていることを認識し、ホーム
ページ等において学校の情報を積極的に公開する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 教育目標、人材育成像

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係
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○
キャリアデザ
イン（１）

ビジネス能力検定２級取得を目指し、ビジ
ネスマナーを学びます。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○
キャリアデザ
イン（２）

履歴書の書き方や面接練習などを就職活動
で必要な知識を学びます。

２
通

60 4 ○ ○ ○

○
ビジネスソフ

ト実習

就職した際に使用するビジネスソフト
（Word,Excel,Illustrator）の操作法を勉

強します。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 音楽理論
楽譜の読み方や楽曲の構成など、楽曲を分
析するために必要な知識を学びます。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 基礎電気概論
機材を動作させるために必要な電気の基礎

知識を学びます。
１
通

60 4 ○ ○ ○

○
舞台機構調整
技能講座
（１）

舞台機構調整技能士3級の取得を目指し、筆
記・要素、それぞれの試験対策の授業を行

います。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○
イベントプロ
デュース演習

イベントの企画制作を行うために必要な、
企画書の書き方や、台本の書き方などを学

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 舞台美術実習
舞台美術やテレビ番組のセットを製作する
ために必要な知識や技術を学びます。

１
通

60 2 ○ ○ ○

○
ステージライ
ティング実習

（１）

基本的な舞台照明の仕組みや仕込み方、オ
ペレート方法を学びます。

１
通

120 4 ○ ○ ○

○ 音響概論
音の仕組みや音響機材の仕組みについて勉

強します。
１
通

60 4 ○ ○ ○

○
ＰＡ・ＳＲ実
習（１）

音響機材を使用しながら、機材の操作方法
や仕込み方を学びます。

１
通

180 6 ○ ○ ○

○
レコーディン
グ実習（１）

レコーディング機材の操作方法やマイキン
グについて学びます。

１
通

120 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化教養専門課程　ミュージックスタッフ科PAエンジニアコース）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
ＤＡＷ実習
（１）

音楽の編集、収録に必要なＤＡＷソフト
（Protools）の操作方法を学びます。

１
通

60 2 ○ ○ ○

○
舞台機構調整
技能講座
（２）

舞台機構調整技能士3級の取得を目指し、筆
記・要素、それぞれの試験対策の授業を行

います。

１
通

120 4 ○ ○ ○

○
JAPRS SR 検
定対策

JAPRS主催・サウンドレコーディング検定の
高ランクを目指し、レコーディングの知識
を学びます

２
前

60 4 〇 〇

○
JAPRS PT検定
対策

JAPRS主催・プロツールス検定の高ランク取
得を目指しプロツールスについて学びま

２
前

60 4 〇 〇

○
DAW 実 習
（２）

DAW実習（１）の応用編。実際にレコーディ
ングされた音源を活用し、編集技法を学び

２
通

120 4 〇 〇

〇
コンサート実
践（１）

１年時にコンサートやイベントの現場へ参
加し、現場でどのように仕事をしていくか
を学びます。

１
通

60 2 〇 〇 〇 〇

○
コンサート実
践（２）

１年時にコンサートやイベントの現場へ参
加し、現場でどのように仕事をしていくか
を学びます。

２
通

60 2 〇 〇 〇 〇

○
ＰＡ・ＳＲ実
習（２）

音響機材を使用しながら、機材の操作方法
や仕込み方を学びます。

１
通

180 6 ○ ○ ○

　　　２２科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

各課程のカリキュラム表に定められた教科目を履修し、所定の単位を取得し、かつ、卒
業判定会議に諮り、学校長がその科の卒業を認定する。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）

合計 1,980単位時間(94単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

舞台機構調整技能士
3級

③ 5 3

人
人

###
％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 元

0 名 0 ％

■中退防止・中退者支援のための取組

・定期的に保護者宛に出席状況の文書を発送している。
・出席不良になる手前での面談（担任または教頭）を実施。また欠席時の保護者への連絡等を密におこない、家庭での声掛けなども含め学校保護者間とで状況を把握
している。
・学生アンケートを実施している。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
・菅原学園　奨学金制度：対象人数は全体で30名程度。年24万円支給。書類審査による選考。
・菅原学園　特待生制度：筆記試験による試験特待生及び、作品提出等によるクリエイティブ特待生を実施。初年度授業料減免。最大20万円の減免。
・菅原学園　各種優遇制度：部活動、課外活動、皆勤賞、資格・検定、親族優遇の５種類から１種類を選択。5万円減免。

・菅原学園　卒園児優遇制度：菅原学園にて運営する幼稚園を卒園している方。入学金１２万円の減免。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

平成元年4月 1日時点において、在学者１６名（平成元年4月 1日入学者を含む）
令和３年3月31日時点において、在学者１６名（令和 ３年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更、経済的理由

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.sugawara.ac.jp/digital/subject/music_staff/

■就職率　　　　　　　　　： 73.3

平成32年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
模擬面接、履歴書の作成指導、適性試験対策指導、学内で
の企業説明会の実施

■卒業者数 16
■就職希望者数 15

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

番組制作会社、システムエンジニア （令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す
るか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

： 68.7
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数
：

11 人

長期休み

■学年始：4月1日～4月10日
■夏　 季：7月25日～8月21日
■冬　 季：12月24日～1月10日
■学年末：3月21日～3月31日

卒業・進級
条件

・各授業科目において4分の3以上の出席をすること。
・一般教養科目、専門教育科目の必修科目を履修すること。
・卒業・進級判定会議において卒業・進級に相応しいと判断された
者。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応

イベントスタッフボタンティア参加
・担任との個別面談
・教頭・カウンセラーによるカウンセリングの実施

■サークル活動： 有

学期制度
■１学期：4月1日から9月30日まで
■２学期：10月1日から3月31日まで

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
実技試験、筆記試験、出席率、通常授業態度等を総合的に評価
し、5割以上の評価（C段階以上）で単位取得とする。

１６０人 １９５人の内数 １人 ５人の内数 15人の内数 18の内数

０時間 ０時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 1980時間 420時間 ２４０時間 １３２０時間

認定年月日 平成27年2月25日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養 専門課程
ミュージックスタッフ科

レコーディング・MAコース
平成22年文部科学大臣

告示第153号

学科の目的
イベント・コンサート業界に従事するために求められる実践的な企画・制作における職業能力、教養を身につけ、業界の発展に貢献できる人材を養成す
ることを目的とする。

022-221-1111
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人菅原学園 昭和35年3月26日 菅原　一博

〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町２丁目１１－１０

（電話）

専門学校
デジタルアーツ仙台

昭和51年3月31日 菅原　一博

〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町２丁目１１－１０

（電話） 022-221-1114

（別紙様式４）

令和３年９月３０日※１
（前回公表年月日：令和２年９月３０日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

https://www.sugawara.ac.jp/digital/subject/music_staff/


（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

①

③

③

①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

日下　邦明 株式会社エフェクト　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　年に２回以上開催する。開催時期については、カリキュラムの検討時期及び、外部委員の方々の都合等を総合的に判断して決定する。

　社会人になるために必要な教養及びオーディションにおける表現力について話題となった。一般企業同様に「一般教養」「ビジネス
マナー」の必要性について意見及び、オーディションに取り組む際に、学生の個性（表現力など）を最大限に発揮できるようにするた
めの工夫が必要であるという意見が述べられた。各外部委員からは一定の評価はあるが、さらに実践を行い、学生一人ひとりの個
性を伸ばすための教育プログラムの強化を行うこととした。

（開催日時（実績））
第１回　令和元年7月30日（火）14：00～15:00
第２回　令和元年9月18日（水）16：00～17:00

武藤　政寿
公益社団法人　定禅寺ストリートジャズ
　　　フェスティバル協会　代表理事

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

渡邊 孝博 株式会社オンサイト　　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

小野寺　千代志 株式会社　EAM　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

大久保　卓也
専門学校デジタルアーツ仙台
ミュージックアーティスト科　教諭

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

目等　進 一般社団法人　日本音楽スタジオ協会　理事
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

櫻井　潤 専門学校デジタルアーツ仙台　教頭
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

石田　拓
専門学校デジタルアーツ仙台
ミュージックスタッフ科　科長

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

石川　智英 株式会社東北共立　営業部長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

任期

井村　修
専門学校デジタルアーツ仙台
教務課長　声優科　科長

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

企業が求める人材と、学校の人材教育目標が合致するよう連携を強化する。また、カリキュラムの編成にあたっては、「教育課程編
成委員会」の意見の他、実際に講義を行ってもらい、業界知識の獲得を授業内へ取り入れる。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　学校法人菅原学園専門学校デジタルアーツ仙台が、実践的かつ専門的な職業教育を実施するために企業等と連携を通じて必要
な情報の把握・分析を行い、教育課程（カリキュラム）の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）に活かす
ことを目的として、教育課程編成委員会として位置付けている。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属



（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

実際のコンサート、公演への現場実習への参加で実践的な技術・知識を身につける。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

　実際に実務にあたり、実践を行う

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

コンサート実践（１）
授業で学んだ知識、技術を活かす場として、コンサート、イ
ベント会場でスタッフとして参加、まずは技術よりも、裏方
スタッフとしての礼儀や基本的な動きを学びます。

公益社団法人
定禅寺ストリートジャズフェスティ
バル協会
（株）エフェクト

コンサート実践（２）
授業で学んだ知識、技術を活かす場として、コンサート、イ
ベント会場でスタッフとして参加、まずは技術よりも、裏方
スタッフとしての礼儀や基本的な動きを学びます。

公益社団法人
定禅寺ストリートジャズフェスティ
バル協会
（株）エフェクト

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係



②指導力の修得・向上のための研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

①　研修名「新任教員研修」
連携企業等：職業教育・キャリア教育財団、宮城県専修学校各種学校連合会、同連合会 研究研修事業宮城県支部委員
会
期間：令和3年7月27日（火）～7月29日（木）
対象：専修学校における教職員など
内容：実践心理、職業教育などに関わる講座

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「　全日本高等学校チームダンス選手権大会 東北予選 音響作業実践　」（連携企業等：株式会社東北共立　）
期間：令和３年７月２８日（水）予定　　対象：教員
内容：ダンスイベントでの職業実戦

３．「企業等と連携して、教員に対+A49:L73し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

　教職員という立場に於いて、現場での最新の情報・技術・知識を得られる機会は非常に少なく、積極的に研修会等に参加し、学生
に享受する知識・技術等を獲得する。また、人間力の向上に向けた指導が出来るよう勉強会、講習会、特別授業の実施をおこなって
いく。
　なお、現在は「学園規程集」における「教育訓練規程」を別途設けて運用している。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等



種別

企業等委員

企業等委員

有識者

企業等委員

企業等委員

企業等委員

業界団体

業界団体

町内会

卒業生餅　祐一 卒業生（俳優タレント）
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

布川　博士 岩手県立大学ソフトウェア情報学部　教授
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

武藤　政寿
公益社団法人　定禅寺ストリートジャズ
　　　　　　　　　　　　　フェスティバル協会　代表理事

令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

菊地　新生 NPO法人 とっておきの音楽祭　事務局長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

落合　泰朗 本町新光町内会会長
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

大津　知士 株式会社VISIT東北　常務執行役員
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

金塚 弘 式会社メディアＰＲ 代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

渡邊 孝博 株式会社オンサイト　　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

小野寺　千代志 株式会社　EAM　代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

岸浪 行雄 株式会社東北共立 代表取締役
令和２年４月１日～
         令和３年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

公表方法：ホームページで公開　https://www.sugawara.ac.jp/digital/about/jissen/

公表時期：令和２年８月

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

　自己評価表をもとに、学校関係者評価委員側から人材育成像・教育理念、教育内容が「学生・保護者・採用企業・地域社会」等が
求めるものと合致しているか、確認している。専門学校は「教育の質の保証」の責任を負っており常に「教育の質」を高める努力が必
要であるこをと再認識した。
　具体的には、現場実習を行っている企業からの評価として、コミュニケーションスキルはもちろん必要であるが、物を作るスキルが
必要であるとの指摘を受けた。スキルを習熟するために現場を昨年度より増やしより学生により多くの経験を積ませるようにした。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 国際交流

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受入れ募集
（８）財務 財務

（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 教育成果
（５）学生支援 学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念・目標
（２）学校運営 学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

　学校法人菅原学園専門学校デジタルアーツ仙台が、実践的かつ専門的な職業教育にかかる活動等を評価し、その自己評価結果
を企業等の役職員及び学校関係者と　評価することにより、学生等が関係業界等のニーズを踏まえた質の高い職業教育を享受する
ことを目的として、学校関係者評価委員会を設け、企業と連携をとり学校運営、教育活動に最大限反映させ、その内容を公開する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 財務
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価
（１０）国際連携の状況

ホームページで情報公開：https://www.sugawara.ac.jp/digital/about/jissen/

（５）様々な教育活動・教育環境 教育設備
（６）学生の生活支援 学生支援
（７）学生納付金・修学支援 学生募集

（２）各学科等の教育 各科の特色
（３）教職員 専任教員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 教育成果

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　専門学校は、学生・保護者・採用企業・地域社会に対して「教育の質の保証」の責任を負っていることを認識し、ホーム
ページ等において学校の情報を積極的に公開する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 教育目標、人材育成像

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係
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○
キャリアデザ
イン（１）

ビジネス能力検定２級取得を目指し、ビジ
ネスマナーを学びます。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○
キャリアデザ
イン（２）

履歴書の書き方や面接練習などを就職活動
で必要な知識を学びます。

２
通

60 4 ○ ○ ○

○
ビジネスソフ

ト実習

就職した際に使用するビジネスソフト
（Word,Excel,Illustrator）の操作法を勉

強します。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 音楽理論
楽譜の読み方や楽曲の構成など、楽曲を分
析するために必要な知識を学びます。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 基礎電気概論
機材を動作させるために必要な電気の基礎

知識を学びます。
１
通

60 4 ○ ○ ○

○
舞台機構調整
技能講座
（１）

舞台機構調整技能士3級の取得を目指し、筆
記・要素、それぞれの試験対策の授業を行

います。

１
通

60 4 ○ ○ ○

○
イベントプロ
デュース演習

イベントの企画制作を行うために必要な、
企画書の書き方や、台本の書き方などを学

１
通

60 4 ○ ○ ○

○ 舞台美術実習
舞台美術やテレビ番組のセットを製作する
ために必要な知識や技術を学びます。

１
通

60 2 ○ ○ ○

○
ステージライ
ティング実習

（１）

基本的な舞台照明の仕組みや仕込み方、オ
ペレート方法を学びます。

１
通

120 4 ○ ○ ○

○ 音響概論
音の仕組みや音響機材の仕組みについて勉

強します。
１
通

60 4 ○ ○ ○

○
ＰＡ・ＳＲ実
習（１）

音響機材を使用しながら、機材の操作方法
や仕込み方を学びます。

１
通

180 6 ○ ○ ○

○
レコーディン
グ実習（１）

レコーディング機材の操作方法やマイキン
グについて学びます。

１
通

120 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化教養専門課程　ミュージックスタッフ科レコーディング・MAコース）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
ＤＡＷ実習
（１）

音楽の編集、収録に必要なＤＡＷソフト
（Protools）の操作方法を学びます。

１
通

60 2 ○ ○ ○

○
舞台機構調整
技能講座
（２）

舞台機構調整技能士3級の取得を目指し、筆
記・要素、それぞれの試験対策の授業を行

います。

１
通

120 4 ○ ○ ○

○
JAPRS SR 検
定対策

JAPRS主催・サウンドレコーディング検定の
高ランクを目指し、レコーディングの知識
を学びます

２
前

60 4 〇 〇

○
JAPRS PT検定
対策

JAPRS主催・プロツールス検定の高ランク取
得を目指しプロツールスについて学びま

２
前

60 4 〇 〇

○
DAW 実 習
（２）

DAW実習（１）の応用編。実際にレコーディ
ングされた音源を活用し、編集技法を学び

２
通

120 4 〇 〇

〇
コンサート実
践（１）

１年時にコンサートやイベントの現場へ参
加し、現場でどのように仕事をしていくか
を学びます。

１
通

60 2 〇 〇 〇 〇

○
コンサート実
践（２）

１年時にコンサートやイベントの現場へ参
加し、現場でどのように仕事をしていくか
を学びます。

２
通

60 2 〇 〇 〇 〇

○
レコーディン
グ実習（２）

レコーディング機材の操作方法やマイキン
グについて学びます。

１
通

120 4 ○ ○ ○

　　　２２科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

各課程のカリキュラム表に定められた教科目を履修し、所定の単位を取得し、かつ、卒
業判定会議に諮り、学校長がその科の卒業を認定する。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）

合計 1,980単位時間(94単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
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